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みやぎアピール大行動実行委員会
“今すぐできることの具体化を考えてほしい”
「仙台市への障害福祉施策に関する要望書」郡仙台市長に提出

7月14日（金）県内39の障害者団体などでつくる「みやぎアピール大行動実行委員会」が郡市長と
の面談を行い、市障害施策の拡充を求め要望書を提出し30項目に及ぶ要望の実現を求めました。
当日は、アピール実行委員会から17名が参加、郡仙台市長他担当部局10名が対応しました。
毎年行われている仙台市長都の面談で要望書提出は今年で16回目となります。
当事者からは、カフアシスト利用及び訪問入浴事業の利用拡充、障害のある子どもの普通学級継続

の訴え、投票所における障害者への対応について3者が市長へ直接訴えました。
郡市長からは一人ひとりの訴えについて答え「さまざまな声を聞いて取り組みを進めたい」と述べ

会場を後にしました。
市長退席後には担当課との懇談が行われ、災害時医療連携や市障害者差別解消条例等々、具体的な

改善を求めての一時間を越える意見交換が行われました。
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